
2)"事件"の分析より
〔モソキ-,118(印刷中)〕

3)雌脱前後の分析より

〔竜yキー,119(準備中)〕

串島野外観察施設

串血は宮崎県串間市布木にある周囲約4kn の小島で,

全血が暖帯照葉樹林でおおわれ,天然記念物として保護

されている｡ この島のサルについては1948年より研究

が開始され,わか国の生態学者によるニホンザル研究の

当初から,大分県別府市有崎山のサルとならんで格好の

対象とされてきたが,本研究所の設立に当って,その対

榊 こ施設を設け,共同利用研究所としての本研究所の一

項に組みこまれることになった｡具体的には,本研究所

設立の翌年に当る昭和43年に新設され,地元の協力で敷

地を確保の上,研究棟1棟 (98m2) 宿舎2棟が建設さ

れ,'}-7',船外機つき4人乗りポ-I,若干の研究備

品の設脚がある｡この施設の円滑な運営と串良ニホンザ

ル群に関する継続的研究のために,現在,若干名の技官

などが常放しており,将来はこの施設専属の教官も配属

される予定である｡

串良ニホyザル群については,過去20余年にわたる,

個体の履歴と個体間の血縁関係が判明しており,生態学

的,社会学的研究に対してはもちろん,その他の分野か

らのニホンザル研究に対しても,研究上重要な実科とな

っている｡すでに本施設は,串良ニホyザル群に関する

JVr内外の研究者による研究に役立っているが,_研究棟の

増築,研究員宿舎の建設などが今後に予定されており,

盤偶途上の現状にある｡

研 究 概 宰

1.生儲学的研究

河合雅雄 ･東 滋 ･三戸梅代 ･三戸サツエ★

串血の群れは1948年より群れの生活について連続観察

が続けられてきた.各個体は全て個体識別がなされ,戸

箱沖が作られている｡これを基に.出生,成長,死亡,

出産期,性交期,ポtfユt,-yヨンの動態に関する研究

が行なわれているOまた,体重の定期測定,食物1)スト

の作出も行な.?ている｡

2.社会学的研究

河合雅雄 ･三戸サツエ

社会描出,社会関係を歴史的変遷の過程においてとら

A.1952年以来継続研究を行なっている｡とくにリーダ

一糾,恨位の形成とその桟橋,ヒT･1)ザルの問題,社会

的成長といった問題に興味がむけられている｡また,性

行動,性関係の詳細な分析が進められている｡

3. カルチュアに関する研究

河合雅姓 ･川村快哉

1953年以来,この群れにおけるカルチュア的行動につ

いて継続観察を行なっている｡新しい行動の坪待過程,

その伝播の分析,理論的考察が進められている｡

4.あそぴに関する研究

三 戸 松 代

(社会部門の項参照)

5. 血縁関係の復元に関する研究

岩本光姓 ･河合雅姓 ･三戸梅代

串島の群れは母系中心の血縁関係はわかっているが,

どのオスの子であるかが不明である｡父系関係を明らか

にするために,全個体の外見特徴を記故し追伝学的アプ

ローチを進めると共に,性関係を追跡して,どのオスの

子であるかを決定しようとの試みがなされている｡この

研究は岩本が中心に行なっている｡

6. ロコモーションの研究

岩本光雄 ･石田英宍

串良のサルは,物を両手でもって2本足でよく歩く,

この点にJ潜目して, 8mm,16mm シ′ネカメヲで歩行様

式を摂映し,2足直立歩行の基礎的研究の準備を進めて

いる｡

7. そ の 他

岩本光雄 ･野沢 雄

全国のニホンザルを対象に,岩本は指紋,野沢は血液

成分による集団避伝学的研究を行なっているが,串良の

サルもその一つの対象としてとりあげ,この種の研究む

行なっている｡

所外研究員による研究は次の如くである｡

1) コーディング法による性行動の分析

都守洋犬 (∫.M.C‥ 昭45,46 共同利用研究

員)

性行動をコ-ディング法によって詳細に分銅し,行動

の′{ターンをおさえ,個体差を明らかにし,社会関係に

よるひずみとの関連において,性行動を分析する｡この

間題は実験室とフィールド研究との密接な関連のもとに

行なわれており,方法論についても興味ある結果が期待

される｡なお,性行動,性関係を通じて,社会構造を分

析するための手がかりが進められている｡

2) ニホンザル社会構造と社会行動

森 明地 (京大 ･理 ･自然人軌 昭45,昭46

共同利用研究員)

サルたちの ｢出遭い｣を中心に,個体関係,コミュニ

ケーションを分析するoそれに基づいて社会構造のメカ

ニズムを解析しようとの試みである.初年度はオナナを

+教務抽佐且
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中心に研究し.しだいに若い1即℃の川)恐いについて妙を

進めていく｡

3) ニホンザルの環境評価

木村光仰 (京大･Et･林学)

ニホyザルが日然をどう認mL,それに基いてどのよ

うに行動しているかを,土地利用という級長から研究を

弛めている｡具体的には串瓜の植生を調査し,椎生,地

形に応じて,拝金,とまり切,休息切,遊牧Jt'-トをど

う決めているかの研究を行なっている｡

4) ニホyザルの群れの生物経済学的研究

岩本俊孝･小野勇一 (九大 ･理 ･生物)

抗企及.排旭丘を丑的に把握し,一応の同化丑を井定

する｡一万-日の移動丘を出し,代謝皿を井出する.そ

のた桝こ,当面授与された人工飼料をどれぐらい食べて

いるかを押え,ついで自然食物の摂食丑の盃的把掛 こ進

む｡また.粥の排班,一日の移動相掛 こついてもデーク

を典めている｡

5) デVメ-クーによるアクティビティーの測定

小野弟一 ･東和敬 ･土肥照夫 (九大･理･生物,

昭44 共同利用研究員)

野生ニホンザJt,のアクディビディーの研究は,今まで

にほとんどない｡テレメーターを使ってアクティビティ

-を測定し,日周t)〆ム,移動丑などを性,年齢,ステ

ークスを基料 こ調べる｡なお,迅動丑については前記岩

本の研究と関連させて仕事を進めていく｡ この研究に

紘,河合,三戸,文が共同参加している｡

研 究 発 表 (1968年4月～1971年3月)

輸 文

I)ボスず'/レの性と支配

河 合 雅 雄

〔自然,26(2), (1971)〕

(関係論文は社会部門参照)

学 会 発 表

1)テレメ-♂-によるニホyザルソ1)クl)の研究

河合稚拙 ･書損健二 ･充 滋 ･安藤 滋

日本生態学会第15回大会 (1968)

2)野生=ホンザルのアクティビティ ーの測定

河合雅雄 ･小野勇一･三戸梅代･安藤 滋 ･東 和敬

日本生態学会第17回大会 (1970)

サル類保健飼育管理施設

久保田鏡 (栄),萱倉尋実,松林清明

昭和43年6月,研究所の第1期工事が完成するに伴

い,いよいよ研究活動が始まろうとした時,所内教官,

共同利用研究者への,サルの供給に関する盃粟な関田が

発生した｡これは,以前から予想され,密成されていた

ことではあったが,研究用に使用するサルの入手困難と

いう状態が,現穴となった｡たとえは,44年1月,神経

生現部門で,捜性Rz験に位)べく成熟したマカタ (種は

問わず,大きさも.モンキーチェアにつけられるものと

いう,ゆるい条件)を水めたが,所内でやりくりがつか

ず,また,入荷の予測もつかなかった｡

同年4Jl,サル加保健飼群管理施設が,附属施設とし

て認められたが,研兜所開設以来,現在に空ろまで,FVr

内での研究用サルの飼育,および保位管理についての対

節は長期の展望にたって印を行なうことができず,応急

対恥 こ追われるのみであ.,た｡そのため,当研究所内で

サルを使う研究者に,多大の不便をかけ,研究の進捗を

著しく妨げている｡現在,初)恥こ比べ,かなり改申され

たとはいえ,極めて不充分な状態で,早急に改申されね

ばならない｡

40年度概井要求中(碍茶)は,琵長獅研究所開設の基

礎になったものであるが,そこで,9部門,5附属施設

を要求している｡この附属施設の中に,串良野外観察施

弘 情報セyクー,穴料象.飼育克 く宍験J7]サル飼育

令),工作虫があげられている｡ サル飼育虫においては

｢飼育環晩,および飼料を一定化すると共に,枚皮,衛

生管理などを厳正に行な.,て,飼育動物を健全に保持

し,動物宍験の椅皮を市め,研究の進展をはかることを

目的とする｣とある｡

飼育畠としては,990平方米 (300坪)2,850万円を要

求している｡また,人員としては,研究所全体で,133

人を要求している巾{･,研Ell. 技官2. 計3名を,飼

育畠要求としている｡研究所内で飼育するサルとして,

3年計河で大型60,中型1,050,小型300,計1,410頭を

予定し,その為の設偶として,4,895万円.他に,レン

トゲン設備.蒸穴城宙設鯛などを特殊附帯設備として要

求している｡サル購入鞭としては,5,400万円が要求さ

れている｡

この目的な満たし,1,300頭ものサJt'を管理すること

が,行政職員3名で可能とは,とても考えられないし,

990平方米の飼育壷に,1,000頭以上ものサルは入れら

れない.現在の地下のケ-ジ壷の面積は335平方米であ

る｡サル施設の使っている面積は1,320平方米である｡

枚皮もやることになっているが,その具体案は,全く記

されていない｡このことは現サル施設職員に非常な苦労

をかけるという結果になった｡このような事情の約-歩

の打開竹として,近藤所良はむつかしい不動産購入を行

うことを決め,率いにも昭和45年度に予井が認められた

那,購入固執 も 約4,000坪に終った｡現在,新政地に

検打合,飼育梯,放飼宍験切などの建設にかかるところ

である｡
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